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■アンケート結果

今年度は、発表数が１７技術（前年11技術）、参加人数は延べ２５０名（前年187名）でした。
発表プログラムは、関連のある部門毎のセッションとすることで参加しやすい構成としました。
質疑応答では、開発局職員から発表技術の適用範囲や留意事項に関して現場目線での質問がありました。
また、参加者のアンケート結果で特に関心が高かった発表技術として記載が多かったのは、「永久型枠

工法」、「標定点無しUAV測量機による施工管理技術」、「D・Box工法」、「エポコラムTaf工法」でした。

■新技術セッションの状況

民間企業からの応募数と発表数
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新技術セッションの感想について

現場の活用事例
が参考になった。
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・永久型枠工法（HK-140002-A）
企業名：株式会社 南組/北日本港湾コンサルタント（株）

国立大学法人 室蘭工業大学

・標定点無しUAV測量機による施工管理技術（NETIS未登録）
企業名：西松建設株式会社

・エポコラムTaf工法（QS-180012-A)
企業名：エポコラム協会

・D・Box工法（KT-100098-VR）
企業名：パシフィックコンサルタンツ株式会社

■参加者アンケートの結果において関心を集めた技術

道路下層路盤への
使用例（振動対策）
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（内部拘束効果）
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